
ソーシャル
ファームって
何？社会

貢献

22 木12.

ソーシャルビジネスに
興味がある方もぜひ！

自律的な経済活動を行いながら、就労に困難を抱える方が、必要なサポート
を受け、他の従業員と共に働いている社会的企業のことです。

「ソーシャルファーム」とは？

”就労困難者“と”就労困難“を考える社会的疎外から仕事を介した社会的包括へ
～ボローニャの社会的協同組合の経験～

第1部 第2部

ソーシャルファーム支援事業は、東京都の出えんを受け、公益財団法人東京しごと財団が実施しています。

就労
に困難

をかかえる方の

場所/ベルサール九段 4F Room4
時間/14：０0～16：30
定員/30名会場参加

動画視聴
定員/40名（後日視聴）

申込受付期間：
2022.12/21（水）17：00まで

申込受付期間：
2023.1/19（木）17：00まで

どちらかご都合のよい方でご参加ください。

新しい社会的企業のカタチ
働く場と機会を創出

～1.6 金 1.20 金
2023.動画

視聴

特定非営利活動法人東京ソテリア ソテリアファーム担当

コーディネーター
栗原和美 氏 酒井英之 氏 スギコー株式会社 運営部長

〈講師からのメッセージ〉
「自律的な経済活動を行いながら、就労に困難を抱える方が、
必要なサポートを受け、他の従業員と共に働いている社会的企業」
とはどういうことなのかを考えながら1年過ごしてきました。弊社
では“就労アドバイザー”をサポート役として採用しています。適宜
面談をしながら困っていることはないか？食事や睡眠は取れてい
るのか？将来どのようになりたいか？など聞き取りをしながら経過
を見てまいりました。当初はお互いが戸惑うこともありましたが、
今では大きな混乱なく他の従業員と共に前向きに業務について
おります。この1年を振り返って本人たちの様子や職場内で工夫
したこと、見えてきた課題などお話をできればと思います。

〈講師からのメッセージ〉
イタリアの精神保健の歴史と密接する社会的協同組合の誕生
は、精神障害者にとっての理想的な就労の環境作り、社会、文化
的な貢献をしてきました。
ボローニャでの貴重な経験を紹介いたします。

イヴォンヌ・ドネガーニ 氏
イタリア、エミリア・ロマーニャ州立ボローニャ地域
保健機構精神保健元局長 精神科医

参加
無料

第5回セミナー

イタリアより
中継でご登壇



目白通り

専大通り

九段下駅

九段郵便局九段下交番

専修
大学

7番出口
5番出口

台所町跡記念碑

ベルサール
神保町

至 

神
保
町
駅

至 

市
ケ
谷
駅

首
都
高
速
第
5
号
池
袋
線

住友不動産
ベルサール九段

※近隣には「ベルサール神保町」「ベルサール神保町アネックス」がございます。
お間違えのないようお気を付けください。

会場参加

動画視聴

30名

ソーシャルファームに関心のある方、ソーシャルファームの創設・運営を検討している方 等

ソーシャルファーム
セミナーへのお申込み

1月6日～1月20日2023.配信期間▶

参加方法▶ 参加方法は２パターン！
いずれかご都合のよい方でご参加ください。

13：30～ 受付開始

14：00～ ソーシャルファームについて ～東京都・東京しごと財団の取組～

トークセッション イヴォンヌ・ドネガーニ 氏、栗原和美 氏、（公財）東京しごと財団職員

15：30～16：15

16：15～ パネルディスカッション

第2部

【イヴォンヌ・ドネガーニ 氏】

【酒井英之 氏】

【（公財）東京しごと財団職員】

”就労困難者“と”就労困難“を考える

15：00～15：20 

14：10～15：00 第1部

それぞれの講師の方に登壇いただき、参加者や司会による質問等【司会：（公財）東京しごと財団職員】

主催：公益財団法人 東京しごと財団

■セミナーお問い合わせ先
受付時間/平日 9：00～17：00ソーシャルファームに係るセミナー事務局

Tel：03-6734-1211

対　象

主な内容

開催概要

40名
※新型コロナウイルス感染症等の感染防止のため、会場ご参加時にはマスクの着用と入り口での消毒にご協力をお願いいたします。

東京都千代田区九段北1-8-10 住友不動産九段ビル4F
〒102-0073

ベルサール九段　4F Room4

東京都は、就労に困難を抱える方が働く新たな枠組みである「ソーシャルファーム」の創設や活動を支援します。

※東京都認証ソーシャルファームとは、自律的な経済活動の下、障害者、ひとり親の方、ひきこもりを経験された方など、就労に困難を抱える方を全従業員の
　20％以上かつ3人以上雇用する社会的企業です。

第2部 登壇者第1部 登壇者

武蔵野市にある療養型病院で7年間勤め
介護の現場を学ぶ。その後、スギコー株式会社
に入社（当時、杉並交通福祉部）し居宅介護
支援事業所の介護支援専門員として勤務
しながら杉並区ケアマネ協議会役員や認知症
サポーターのキャラバンメイトとして地域の
福祉活動にも取り組む。現在、社内の運営に
係る業務全般とサービス事業の質の向上に
取り組みながらソーシャルファーム認証事
業所の運営に関わっている。

スギコー株式会社 運営部長イタリア、エミリア・ロマーニャ州立ボローニャ地域
保健機構精神保健元局長 精神科医

酒井英之 氏

特定非営利活動法人東京ソテリア ソテリアファーム担当
コーディネーター
栗原和美 氏

イヴォンヌ・ドネガーニ 氏

治療を入院に頼らない精神障害者のソーシャルイン
クルージョンを目的に、社会的協同組合等との地域
ネットワークを構築しながら、治療・リハビリテーション
に取り組む。日伊のメンタルヘルス問題の啓発と精神
障害者の包括を目的にした多くの研修、プロジェクト
をNPO法人東京ソテリアと協同で行なっている。 

イタリア国立ミラノ大学人文学部哲学科卒業。2016年、特定非営利活動法人東京ソテリアに入職。
日伊精神障害者就労支援プロジェクト等、日伊精神保健に関する数多くのプロジェクトに関わる。

社会的疎外から仕事を介した社会的包括へ
～ボローニャの社会的協同組合の経験～


